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要旨：本研究は中学校美術科での陶芸授業において、製作技術の向上や作品の完成度だけを到達目標とするのではなく、

陶芸の特質を活かした多様な学びを含んだ題材開発の研究である。作品作りの段階では楽焼の手法を用いて、陶芸特有

の焼成による複雑な釉薬の表情（窯変）を取り込み、出来上がった作品は自然物と組み合わせた「箱庭」として完成さ

せる。「自然との関わり」という要素を含んだ複合的な作品の制作から、美術科的な学びにとどまらず、身近な自然を通

した思考の深まりを含んだ学びの開発を目指した。 
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１．はじめに 

2021 年度より全面実施となる中学校学習指導要領で

は、その基本的な考え方として、「主体的・対話的で深い

学び」という考え方が示されており、このような視点で

の学校授業の構築が求められている。 
この動向に対応し、中学校美術科授業における陶芸授

業開発の研究として、奈良教育大学で陶芸を指導する教

員である筆者と、奈良教育大学附属中学校（以下附属中

学校と記述）で美術を指導する第２筆者の長友らは、

2018 年度に「学校現場を想定した自作陶芸窯の研究と授

業への展開 －中学校美術科授業における主体的な学び

を生む陶芸題材を目指して－」という研究を行なった。 
この研究は、「陶芸用の窯を持たない学校において陶芸

の授業を行うための「学校現場を想定した自作陶芸窯」

と、これを用いた陶芸授業の実践についての研究」⑴で

あり、実際にドラム缶を用いて持ち運びが出来る窯を製

作し、附属中学校における授業実践を行った。この取り

組みを通して、通常は授業時間内に行うことが難しい焼

成の工程が、自作した窯と、楽焼という短時間焼成の技

法を用いる事により授業内で行う事が可能となった。こ

の事から、学習者である生徒は陶芸作品の成形から焼成

までのほぼ全工程を自ら手がける事となり、一般的な陶

芸授業と比べ、より主体的かつ深い学びが得られる授業

へと繋がった。 
この研究では、焼成の工程を授業に取り組む事が主眼

であったため、題材は「土を焼く」とし、製作が容易な

シンプルな器型に形状を限定した。この研究の次の段階

となる本研究では、従前の研究で実践した焼成の技術を

用いながら、より一層の深い学びの獲得につながる題材

の開発について研究する事とした。 
本研究の推進に際しては第１筆者である原山と第２筆

者である長友からなる研究プロジェクトを構成し、定例

的な研究協議を通して研究方針を立案した（研究協議の

実施は全５回）。第３章でとりあげる授業実践は、研究プ

ロジェクト構成員である長友が附属中学校において行い、

原山がその運営補助を担当した。本稿の執筆・校閲等は

全構成員で担当し、執筆を分担した箇所の末尾には筆者

名を記すこととする。（原山） 
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２．本研究の背景 

２．１．深い学びを生み出す題材の方向性 
陶芸制作は技術的な難易度が高く、学校授業で扱う場

合には、技術面での上達や、作品の完成度を到達目標と

する事が多い。作品を作る上での技術的な試行錯誤や、

土という自然素材の特性を理解する事の中にも深い学び

の要素は多分にあり、「良い作品」を作る事を目指した学

習も深い学びであると筆者は考える。 
しかし、上で述べた事とは異なる陶芸の側面として、

他人が使用する事を前提としたモノづくりである事、日

本各地に風土に根ざす独自の作風を持った産地が存在す

る地域性、また土を原料とするが故の自然との関わりな

ど、他者・他分野との「結びつきを生み出す」という特

性が挙げられる。この様な他者、他分野との結びつきを

生み出す様な題材を開発する事は、多層的かつ深い学び

へと繋がると考え、作品を完成させるだけでなく、制作

の過程や作品自体を通じた、結びつきを生み出す陶芸授

業の構築について研究を行う事とした。 

２．２．先行事例について 
２．２．１．先行事例１「結の器プロジェクト」 
「結びつきを生み出す」陶芸授業についての先行事例

として、中学校における題材開発の直接的な先行事例で

はないが、陶芸家で筑波大学教授の齋藤敏寿氏が 2013
年度から継続的に行なっている「結の器プロジェクト」

が挙げられる。 
齋藤はこのプロジェクトについて、「東日本大震災と福

島第一原発事故により避難を余儀なくされ、様々な背景

を持ってつくば市で生活している方々とつくば市民を対

象に、緩やかなつながりを育むために「結の器プロジェ

クト」を企画した。」⑵ としていて、その内容については

「１．コミュニケーションツールとなる作陶ワーク

ショップの開発と運営 ２．完成した陶器（杯と碗）を

使用して、参加者と共同運営する食事会イベントの開催」
⑵としている。 
このプロジェクトは齋藤の指導の下、筑波大学学生が企

画・運営を行なっているものである。前述の通りワーク

ショップでは人と人の間に「緩やかなつながり」を生み出

すことがテーマとなっており、チームを編成し共同での作

陶作業、作った器を用いた食事会の実施、作った器を２つ

繋げると１つの模様になるデザイン、など様々な段階で参

加者間にコミュニケーションを生み出す工夫がなされて

いる。これにより「出身地が異なる避難者同士」や、「避

難者と避難先のつくば市住民」といった人と人の関係を生

み出している。また、企画・実施を行う大学生にとっても、

避難者の実情を知り、その思いに寄り添った企画を立案す

るなど、有意義な学びの場となっている。この取り組みは

現在に至るまで継続して行われている。 

２．２．２．先行事例２「アートロ」 
他の事例として、陶芸家の本原令子氏が主宰し、静岡

市立登呂博物館を拠点に活動する「アートロ」というプ

ロジェクトが挙げられる。 
アートロは「「土さえあれば生きていける」をテーマに、

土から作る・食べる・生きるという循環を一年を通して

体験する活動。」⑶ であり、土器作りや稲作を中心に弥生

時代に行われていたモノづくりの体験や、登呂遺跡にお

ける弥生時代当時の生活を検証するフィールドワークな

どを行なっている。 
本原の著書である『登呂で、わたしは考えた。』による

と、本原は東日本大震災後の瓦礫の山を見て、「自然に戻

ることが出来ない素材」で作られた現代の構築物、更に

はそれを生み出す現代社会への疑問を感じた事から、

「「田んぼの土で器を作って、同じ田んぼで稲を育て、秋

に収穫した米をそこの土で焼いた器で食べる」実験を思

い立った。」⑷という陶芸家ならではの視点でこのプロ

ジェクトを立ち上げている。 
このプロジェクトでは弥生土器の底に残る葉の痕跡で

ある「葉脈底」を手掛かりに、実際に葉をロクロ代わり

に用いる弥生時代の製作方法を再現した土器製作を行

なっている。土器の原料には並行して行う稲作の場であ

る水田の土を用い、焼成には稲作で発生する廃棄物であ

る籾や稲藁を燃料に用いている。また、稲作で収穫した

米は製作した土器を用いて調理する。 
本原は「登呂遺跡は、私たちにとって、今の暮らしを

見直す装置」⑸としていて、参加者は陶芸から派生し幅

広く弥生時代の生活を体験する事から、現代の生活を見

直す発見をしている。 
このプロジェクトではホームページで広く一般への募

集を行なっているものであり、中学校における題材開発

の直接的な参考事例ではないが、陶芸をベースに幅広い

分野に結びついて発見を生み出すワークショップであり、

特に ESD（持続可能な開発のための教育）や SDGs（持

続可能な開発目標）といった方向性において、参考とな

る事例であると考える。（原山） 

２．３．「It’s a small world」に至る経緯 
本実践は、2018 年度に附属中学校で行った自作陶芸窯

を利用した陶芸授業実践を継続・発展させたかたちで授

業計画を立案したものである。2018 年度の実践の概要に

ついては、原山・長友らの研究（2018）⑴に、実践に至

る経緯とともに述べている。2018 年度の実践では、５０

分授業２時間（計 100 分）の授業時間で、３７名ないし

は３８名分の茶碗を焼成することができ、移動式の自作

陶芸窯を利用することで、陶芸の設備を持たない学校で

陶芸授業を行うことが可能であることがわかった。しか

し、この実践では、生徒の目の前で焼成を行うことがで

きるかどうかという点が最大の課題であり目標であった

ため、題材の内容についての検討はあまりできなかった。
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そのため、今年度は楽焼の技法は継承しながら、題材の

内容をより深めていく事とした。 
題材の内容を考える際に重要視したのは、先に原山が

述べているような、陶芸のもつ他者・他分野との結びつ

きを生み出すという特性であった。先行事例にもあるよ

うに、陶芸はその材料や制作過程、使うという目的性な

どから、他者とのコミュニケーションや他分野との横断

的な学びが生まれやすいと思われる。平成２９年改定の

学習指導要領には、「『主体的で深い学び』の実現に向け

た授業改善の推進」⑹という考え方が示されているが、

陶芸のもつこれらの特性を生かした題材によって、もの

づくりにとどまらない「深い学び」につなげていきたい

と考えた。具体的には、楽焼の技法を用いた陶芸作品の

制作と出来上がった陶芸作品を利用した制作を通して、

生徒が「深い学び」を実現することができるような題材

開発を行うことを目標とした。 
「深い学び」の鍵として、学習指導要領には「『見方・

考え方』を働かせることが重要になる」(7)とある。そこ

で、美術科の教科性による物事の捉え方、考え方による

思考を働かせるような仕掛けとして、本題材では学校の

環境から採集した自然物を使って、最終的に箱庭のよう

な作品を完成させることにし、生徒にイメージが伝わり

易い様に題材名は「It’s a small world」とした。自分で

作った器に自然物を入れ、小さな世界をつくるという制

作過程の中で、自分を取り巻く自然環境への理解や自分

の価値観の再認識が行われ、結果的に「深い学び」につ

ながるのではないかと考えた。（長友） 

３．授業方法の研究 

３．１．実践の概要 
本実践は、附属中学校２学年４クラス（１クラス３３

名）を対象に、１０月３日から１１月２６日にかけて行

い、焼成の工程（第 4 次）は１１月７日と８日の２日間

で行った。１クラスを８班から９班にわけ、各班の人数

は３〜４名となった。焼成の工程（第４次）の実施場所

は昨年と同様、附属中学校北駐車場である。題材全体の

指導計画は表１の通りである。 

題材名「It’s a small world~楽焼でつくる小さな世界~」 
 
題材の目標 
（１）陶土や釉薬の性質を知り、植物を用いて小さな箱

庭をつくることを理解して、自分の表現したいイメージ

が実現できる器の形をつくることができる。（知識・技能） 
（２）楽焼独特の造形の美しさを感じ取り、自然物との

調和について考えながら、豊かに発想し構想を練ること

ができる。（思考・判断・表現） 
（３）成型・釉薬掛け・焼成の陶芸の制作過程について

興味を持ち、面白さを発見しながら制作に取り組むこと

ができる。（主体的に学習に取り組む態度） 
 
準備物 
 陶土、釉薬（５種類）、粘土板、水入、スポンジ、ヘラ、

なめし皮、窯（窯に関する諸道具）、プロパンガス、P C、

電子黒板、ワークシート、色鉛筆 
 
参加者 
 大学教員（１名）、中学校教員（１名）、大学生（各日

３名） 

３．２．実践の経過（第４次） 
ここでは、第 4 次の実践の経過を述べる。第４次は２

時間の焼成過程である。 

図１は焼成場所の窯、道具の配置で、2018 年度の焼成

を行った際と同様の配置で行った。1 回の焼成には２０

分程度時間がかかる。各班から１作品ずつ焼成し、全体

で４回の焼成を行った。各クラスの人数が３３名で昨年

よりも少なかったため、３回の焼成で終了する班もあり、

作品スケッチの観察に余裕を持って取り組むことができ

た。表２は第４次の学習展開である。 
昨年は、煙を吸う等の危険を避けるために洗浄バケツ

に作品を移すまでの全ての作業工程を大学教員と学生で

行っていたが、今年度はできるだけ生徒の関わりを増や 
 

（表１）題材の指導計画 
第１次 
 
第 2 次 
 
第 3 次 
第 4 次 
第 5 次 
 
第６次 

導入・陶芸についての概論・制作内容の説明・

植物観察・アイデアスケッチ（１時間） 
成型             （１時間） 
奈良教育大学で素焼き 
釉薬掛け           （１時間） 
焼成             （２時間） 
楽焼の器を用いた制作・植物集め・アイデア

スケッチ           （１時間） 
作品完成・鑑賞        （１時間） 

 
（図１）窯、道具の配置図 
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したいと考え、冷却バケツから洗浄バケツへの移動は生

徒に行わせた。また、昨年の経験から危険な点について

教員側が把握できていたので、マスクを配布して煙を吸

わないように指示した上で、できるだけ近くで観察する

ように促した（図２）。 

学習展開内の生徒の様子は昨年と共通する部分が多い

ので、概略を述べる。まず還元バケツに作品が入ったと

きには、バケツの中のおがくずが発火して炎が出ること

に驚いた様子であった（図３）。 

還元バケツから冷却バケツに作品が移されるときに、

水分が蒸発してジュッという音を立てる。その音に対し

ても驚いたり面白がったりと、大きな反応を見せていた。

また、今年度は、昨年の還元工程で、還元が強くかかり

すぎて釉薬の色みがあまり残らず、生徒の反応が良くな

かったという反省点をふまえて、おがくずをかける量の

調整を行った。そのため、釉薬の色みが美しく出た作品

が多かったことと、還元操作で起こる窯変効果で、金属

質の光沢がよくあらわれた作品が多かったことから、還

元バケツから取り出された作品を見た時に、生徒から「き

れい！」「すごい！」などの感嘆の声が多く上がっていた。

冷却バケツから洗浄バケツに作品を移動させるときは、

恐る恐るといった様子で作品に触れていたが、焼成直後

の温かさが残る作品もあり、触った時の温度について感

想を述べている生徒も見られた。洗浄が進むと作品の色

みがより美しくみえ、焼き上がりの変化（図４）に驚い

たり喜んだりしていた。班のメンバーの作品もよく観察

しつつワークシート（図５）を記入していて、焼き上が

る度に班全員で作品について感じたことを言い合う姿が

（表２）第４次（焼成）の手順 
指導内容 生徒の学習活動 

導入：授業の流れ、ワーク

シートの記入方法を説明す

る。 
●この時点で、窯に 1 回目

の作品が入っている。 

１クラス８班〜９班（３

〜4 人／班） 
ワークシートの内容 
①焼成工程を観察して

気づいたこと 
②自分の作品と友達の

作品の観察スケッチ 
③焼き上がった作品を

見て気づいたこと、感じ

たこと 
1 回目の作品の窯出しを行

いながら、焼成工程を説明

する。 
●1 回目の作品の窯出し→

還元バケツに入れる→冷却

バケツに入れる→洗浄バケ

ツに移す→洗浄を行う 
●2 回目の作品の窯入れ 
 
一連の流れの中で、観察の

ポイントとなる部分を伝え

る。 
 
 
 
 
 
 
作品洗浄ができたら、観察

スケッチを行うように指示

する。 
観察スケッチのポイントを

伝える。 
還元の効果を色鉛筆で表現

できるようにアドバイスす

る。」 
貫入などの効果がある作品

を取り上げ、陶芸独特の表

現であることを伝える。 

焼成工程を観察し、ワー

クシートの①を記入す

る。 
観察のポイント 
・作品が窯から取り出さ

れた時の釉薬の様子や

色み 
・還元バケツに入れた時

の様子 
・還元バケツから出され

た時の作品の様子や色

み 
・冷却バケツに入れた時

の様子 
・冷却バケツから取り出

した時の作品の様子や

色み 
 
観察スケッチのポイン

ト 
・作品全体の色みや艶な

どの状況 
・還元がかかっている部

分とかかっていない部

分の違い 
・焼成前と焼成後の釉薬

の変化 
・楽焼独自の質感 
・陶芸独特の表現 

２〜４回目も同様に焼成手

順を繰り返す。 
4 回目の窯出しの前に窯の

内部を観察させる。 
4 回目の還元・冷却の間に、

焼成工程について質疑応答

を行う。 

窯の内部の観察をする

ことで、陶芸の工程を経

験的に体験する。 
焼成工程を観察しなが

ら、疑問点を質問する 
 

まとめ ワークシート提出 

 
（図２）焼成の様子 

 

 
（図３）還元バケツに作品が入った様子 
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見られた。 

３．３．実践の経過（第５次、第６次） 
第５次および第６次は最終作品（箱庭）の制作過程で

ある。表３は第５次および第６次の学習展開である。 
本実践は、楽焼の器に自然物を入れて、箱庭をイメー

ジした小さな世界をつくることで作品完成となる。生徒

は、第 1 次の導入の時間に、附属中学校のグランド周辺

の植物観察の時間をもち、植物の簡単なスケッチをしな

がらイメージを膨らませて器の形をデザイン（図６）し

ている。 
第５次では、焼き上がった作品をもとに、実際に自然

物を採集して試作を行った。採集された自然物は、落ち

葉、木の実、木の枝、木の皮、苔、石、土などであった。

第５次の自然物採集を行っている生徒の様子（図７）で

は、時期的に落ち葉が多く、色づいた美しい葉を拾って  

 

 
（図４）焼きあがった作品 

（図５）生徒が作成したワークシートの一例 

（表３）第５次・第 6 次（箱庭制作）の手順 
指導内容 生徒の学習活動 

第 5 次 
最終作品（箱庭）制作の手

順を説明する。 
●第 1 次に示したパワーポ

イントを再度見せて制作内

容の確認を行う。 
 
 
グランドで採集しても良い

ものの確認を行う。 
●採集して良いものは、落

ちている植物や石などの自

然物。苔や雑草は生えてい

る場所によっては採集して

もいい。木の枝は折らない。 
 
教室で採集してきた自然物

を使って試作を行う。 
 
 
 
次回の制作・作品完成の手

順について説明する。 
●次回は試作をふまえて授

業までに各自で自然物を採

集してくるように指示す

る。家や学校外で採集して

もよいことを伝える。 

 
制作手順を確認する。 
楽焼の器の良さや美し

さを生かすように考え

て制作することで、作品

をよく観察し、楽焼の特

徴や良さに気づく。 
 
イメージを膨らませな

がら自然物を採集する。 
 
 
 
 
 
 
採集した自然物で試作

を行う。試作が完成した

ら、ワークシートにス

ケッチする。 
 
次回の制作・作品完成の

手順について知る。 

第 6 次 
作品を制作・完成させる。 
●自分の器にあった小さな

世界が創作できているか、

配慮する。 
 
 
作品を鑑賞する。 
●友達の作品をよく見て、

楽焼の良さと自然物との調

和について考えさせる。 
●楽焼の上に作った箱庭を

通して、自然や季節を美術

作品に投影させてきた日本

の文化について考えるよう

促す。 

 
作品を制作・完成する。 
自分の器と自然物の調

和について考え、全体の

イメージを掴みながら

制作する。 
 
作品を鑑賞する。 
友達の作品の良さや美

しさに気づく。 
作品制作と鑑賞で感じ

たことを鑑賞文にまと

めることを通して、自分

の考えをまとめ、学びを

振り返る。 

まとめ ワークシート提出 
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いる生徒や、楽焼独特の抑えた色みや金属質な鈍色の光

沢に鮮やかな緑の植物が合うと考え、苔や雑草を採集し

ている生徒などがいた。また、石や土は、最初は採集す

る生徒が少なかったが、器に深さがあることや、植物を

立てて高さを作りたい場合支えになる石や土が必要であ

ることを声がけすると、採集する生徒が増えた。一部の

生徒が木の皮の表面の質感がゴツゴツしていることに面

白さを感じた様子で、剥がれやすい部分の木の皮を採集

していた。そのほかは、どんぐりや松ぼっくりも採集し

たい様子があったが、グランド付近に手頃なものが少な

く、本時ではあまり拾うことができなかった。使いたい

生徒には、第 6 次の作品完成の時に家やそのほかの場所

から持ってきてもいいことを伝えた。 

 
採集後は美術教室に戻り、実際に楽焼の器に自然物を

入れて試作を行った（図８、９）。試作した作品はスケッ

チを行い、第６次につなげた。 
第６次は最終の作品完成と鑑賞の時間である。第５次

の試作スケッチをもとに、校内や任意の場所（自宅や通

学路など）で採集した自然物を使って作品を完成させた。

完成後、全員の作品を自由に動き回る形式で鑑賞した。 

 
鑑賞シート（図１０）には、「植物とともに・どんな世界

を感じる？」という友達の作品を鑑賞して記述する項目

と、「『It’s a small world』はこれからの自分にどんな影

響を与えると思いますか？」という項目を設けた。２つ

目の項目は、本題材が楽焼の技法を用いた陶芸作品の制

作を通した深い学びが生徒の中で生成されているかを生

徒の記述から観察しようと考えて設けたものである。 
以下に、２つの項目に対する生徒の記述から、生徒の

思考が読み取れると思われるものを抜き出した。 
 
項目１「植物とともに・どんな世界を感じる？」 

 「多種多様な緑が豊かにある、とても豊かで生き生き

とした世界だと感じました。違う種類の植物の葉がバラ

ンスよく、そして立体的で飛び出しているので、この世

界は仲がよくパーフェクトだと思いました。器はその世

界をしっかりと支え、さらに形もギザギザして、色はと

ても明るいので、まるでこの世界を護っているようにも

見えました」 
 「紅葉やまつぼっくりで秋を連想させるようなものが

置いてあって面白いなぁと思いました。土をさらけ出す

ことで、木がまるで生えてきたように感じました。弱々

（図６）第１次の授業で生徒が作成したアイデアス 
ケッチの一例 

 

 
（図７）植物採集の様子 

 
（図８）完成した作品１ 

 
（図９）完成した作品２ 
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しく見えるけど、石の中から出ているから、本当は強い

んだなぁととても思いました」 
 「コケを最大限に利用していて、まるで吉野へでもいっ

た気分になれました。なんと言っても器の形の利用の仕

方がすごく上手で、色みもすごくキレイで、光沢もよかっ

たです。わざと枯れた花を使っているんじゃないかと思

うと、とても「和」のイメージにふさわしく見えました」 
 
項目２「『It’s a small world』はこれからの自分にどん

な影響を与えると思いますか？」 
「こんな美しい作品のような、美しい世界（現実）し

ていこう（筆者注「実現していこうと」の意味か）と努

力する人を増やすと思います」 
 「私たちが住んでいるこの世界は大きいけれど、その

世界そのものを使って小さい世界を表現し、一つの自分

だけの世界をつくることによって何かが見えてくるので

はないかと思います。大きいから見失いがちだけど、小

さくしたら見えてくるものは沢山あるんじゃないかと考

えました」 
「私たちが今生きている世界をはっきりと知ることが

できるきっかけになると思う」 
「小さな世界をつくる。これは、外から世界を見てい

る、いわゆる傍観者です。外からその世界の全体を見る

ことができたので、ものごとをもっと客観的に見れると

思いました」 
「僕は昨日自分の家にある皿の色や形を初めてじっく

りと見ました。その食器は信楽焼のもので、僕の作った

ものよりも釉薬がつるつるとしていた。今、自分にもう

影響が出ているが、これからは興味のなかった盆栽など

も見ると何か考えてしまうかもしれないと思う」 
「もっと自然の風景を見ようと思った。あと、季節ご

とに変わっていく風景にもっと興味をもとうと思った。

はじめはゴミで汚い世界に住んでいると思っていたけど、

そうでもないことがわかった気がしてきました」 
「実際に外へ足を運んでたくさんの植物を見て、『これ

が日本の美じゃないかな。外国へ行って、こんなところ

あるかな』と考えました」 
「いつもそこらに転がっているような石も、こうやっ

て作品として見るととてもきれいだと思った」 
 「自分が考えた世界は自分にとって意味のあるものだ

と思いました。そういう考えがある中で、その世界を無

視していくのではなくて、考えて生きていきたいと思い

ました」 
「今は自然が減っていっているし、今、地球にある自

然のできた芸術が減っていると思った。この美術の授業

をして、そういうことが思い浮かばれたと思う。でも、

『it’s a small world』を作って、家に置いておきたいと

思った。家でもきれいなものが見れるのなら、日常生活

も句ではないと思う」 
「この楽焼の中だけは誰にも関われない感じがして、

本当の自分の中の小さい世界が作れたと思う」 
「物事を小さな世界に当てはめて解決できる（？）の

かなと思った。なんでも大きく捉えすぎず、小さくとっ

てだんだん解決や勉強をしていけばいい」 
「自然は虫がいるし、別にそんなに好きではなかった

けど、自然のものを集めて一つの世界をつくるというの

はとっても面白くて楽しかったから、ちょっと自然が好

きになった」 
「こけは、見た目はすごくしぶい見た目をしているけ

ど、器の色とか周りに置く植物の色などで今まで見てい

たこけとは全く違う印象を受けました。このことから、

普段見ている物もアレンジ次第で印象を変えられるとい

うことを学びました」 
「今回の授業を通して、小さい世界はせまかったり内容

が少なかったりするのだと思っていたけど、実際にやっ

てみて、同じ内容をつめこんだとしても、小さくつくる

ことでわかってきたり、新しく発見できることもあって、

別の視点からものを見ることができたと思う」 

３．４．実践の考察 
 実践全体を通して、生徒たちの思考の幅が広がったと

感じた。焼成を目の前で行った第４次の授業では、窯出

しから還元の工程を目の前で見て、器の変化を視覚・聴

覚・嗅覚で感じ、これまで何気なく見ていたやきものが、

釉薬の化学変化等の様々な出来事を経て完成しているの

だと実感的に理解している様子があった。そのことは、

鑑賞シートの中にも「こんなに焼いた前と後では変わる

（図１０）鑑賞シート 
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ことがとても驚きました」「特に釉薬についていろいろ考

えたり思ったりすることが多かった」「器や材料の特性を

生かして貫入やボコボコなどの美しさが生まれるという

ことを学びした」「昔からあるものなのに化学反応を利用

してつくっているのはすごいと思った」などの記述とし

て複数見られた。 
 本題材は、陶芸を通して自分の周囲の環境に目を向け

たり、小さな世界というテーマで自分の内面と向き合っ

たりという複合的な目標を持った内容で、上手にやきも

のをつくることが目的ではなく、つくったものやつくる

という行為を通して生徒の思考を深めようとするもの

だった。このような過程の中で、生徒はやきものそのも

のの面白さや魅力に気づきながら、これまで無意識に見

ていた自然物の見え方の変化に気付き、小さな世界を社

会や地球に置きかえて考えを深めている様子が見られた。

このことは、原山が第 2 章に挙げた先行事例の様に ESD
やSDGsといった今日的な問題意識に自然につながるよ

うな題材内容になっていたのではないかと思う。（長友） 

４．研究の成果と課題 

以上に述べてきた様に、本研究で「自然との関わりを

取り入れた陶芸授業」という題材開発をし、附属中学校

で授業実践を行なった。本章ではその成果と課題につい

て述べる。 

４．１．授業実践「陶芸作品完成までの工程」の成果 
陶芸作品を成形し、焼成するまでの工程について、本

題材は自然物と組み合わせるという前提で最初の段階で

自然物の観察を行ない作品のイメージを膨らませていた

ため、生徒は作品へ明確なコンセプトを持ちつつ製作に

取り組んでいた。この事から作品の形のバリエーション

が広がり、出来上がった陶芸作品にはそれぞれ生徒の個

性が幅広く表現されていた事が第一の成果として挙げら

れる。 
また、焼成の工程を生徒が見ている前で行い、参加さ

せた事で、陶土で成形した物が高温の窯の中で変化し、

陶器として完成するという事への実感を伴った理解を促

した事も成果として挙げられる。焼成の工程では焼きあ

がった自分の作品に目を近づけて作品の観察する様子が

見られたり、鑑賞シートに書かれた感想からも陶器への

興味についての高まりが伺われるなど、今までとは異な

るものへの視点を育んだと思われ、その延長にはものへ

の愛着やものを大切にする心の醸成にもつながる学びで

あったと考える。 

４．２．授業実践「陶器と自然物とを組み合わせて箱庭

を作る工程」の成果 
次に行なった陶器と自然物とを組み合わせて箱庭を作

る工程では、自分が作った陶器と、落ち葉や苔、木の実

など採取した自然物とを組み合わせ、「小さな世界」を作

り上げる事で、生徒に様々な視点を生み出し、思考の深

まりへと導いた事が鑑賞シートの感想から見られる。 
「いつもそこらに転がっているような石も、こうやっ

て作品として見るととてもきれいだと思った」という感

想からはものに対する視点の変化と思考の深まりが見て

とられ、またその対象が自然物である事から「もっと自

然の風景を見ようと思った」という様な自然への愛着の

高まりが見られた。 
また「この楽焼の中だけは誰にも関われない感じがし

て、本当の自分の中の小さい世界が作れたと思う」とい

う感想からは、作品を見つめ、そこからフィードバック

して自分の内面世界に入って行く様な思考の深まりも見

られる。 
植木鉢、盆栽鉢に見られる様に陶磁器と自然物は相性

が良い。今回製作した手びねりによる楽焼は自然の岩石

に近い雰囲気である事から、自然物と組み合わせる事で

お互いを引き立てあう様な効果があったと思われる。自

然物と組み合わせた自分の作品を見つめる事から、エ

モーショナルな感覚を呼び起こし、様々な発見や思考の

深まりへと導く効果があったのではないかと推察される。

これは美術科でしか得られない学びでありながら、他分

野への結びつきという広がりを持つ点で、当初狙った深

い学びを生み出す効果を達成できたと言えるのではない

だろうか。 
また、秋の野山で植物を探す中での「これが日本の美

じゃないか」という感想や、出来上がった作品を見ての

「「和」のイメージにふさわしく見えました」という感想

など、指導者が意図していなかった、「日本特有の美しさ」

を感じたという感想も数多く見られた。長友は和のイ

メージが強くなりすぎる事を避け、ニュートラルなニュ

アンスを持たせるために、あえて「箱庭」ではなく「It’s 
a small world」という題材名にしたのだが、この題材か

ら生徒が自ら日本特有の美的感覚を感じ取ったという事

は、本題材が「日本の美」について学ぶ題材開発におけ

る端緒としての可能性を感じた。 

４．３．研究を通しての課題と今後の可能性 
大学教員と附属中学校教員が連携して題材開発の研究

を行い、授業実践の際には教員養成課程で学ぶ大学生が

協力して授業を行った事は、協力した大学生にとっても

題材開発研究の場に立ち会い、教員の立場から一緒に考

える経験をしたという副次的な成果も生んだ。しかしそ

の一方で、この授業の実施には多くの指導者が必要で、

大学教員と大学生の協力が不可欠であり、附属中学校の

様な特定の環境でないと行えないという課題が残った。

生徒を指導する教員と、窯を操作し焼成を担当する指導

者の最低２人の指導者が必要である上、生徒の万全な安

全管理を考えると指導者が３〜４人は居る事が望ましい。

焼成設備などを見直し、より少数の指導者で授業を行え
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る様なシステムへの改良の余地は残る。 
当初の狙いであった「他分野との結びつき」があり、

深い学びを生む陶芸題材という点で、今回の研究で開発

した「It’s a small world」という題材は、本論文で論じ

た様に概ね有効であったと考える。さらなる展開として、

歴史的にも文化的にも陶器との結びつきが最も深い「食」

との結びつきや、また本題材でも接近した ESD や SDGs
と言ったテーマにより積極的に結びつける事などの可能

性があり、今後の研究の課題としたい。（原山） 
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1） 本研究は、平成 31 年度（2019 年度）奈良教育大学

「次世代教員養成センター・プロジェクト研究」（研
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した中学校美術科授業における陶芸題材の研究）と

しての採択を受けて推進したものである。 
2） 本研究の推進にあたっては、奈良教育大学美術教育

講座工芸研究室ゼミ生諸君の協力を受けた。ここに
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